
私はこの研究室に入って、ゼニゴケというシ

ンプルで原始的な陸上植物に魅力を感じ、

ゼニゴケを用いて植物の成長を制御するホ

ルモンの起源について研究しています。植物

は陸上で生きていくためにどんなしくみを

獲得し進化してきたのか、ゼニゴケを使えば

解明できるのではないかと思っています。

Interview在学生
修士2年

水野 陽平

topics

イネ、シバ、ゼニゴケ、ヒメツリガネゴケなどを

用いて、成長を制御する遺伝子のはたらきを調

べます。写真は、GFPを分子マーカーとして可

視化したイネ穂形成遺伝子の発現です。
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Depar tment of B iology,

Facult y of S cience ,

Tohoku Universit y

topics

興味のある細胞内の構造を蛍光タンパク質で

標識し、高解像度の深部観察技術を活用する

ことで、種子の奥深くにある受精卵の内部の様

子を鮮明に解析することができます。

私は、植物の受精卵で方向性が作られると
き、細胞内で具体的に何が起こっているの
かを明らかにしたいと考えています。シロイ
ヌナズナやゼニゴケの受精卵の動態を、最
先端のライブイメージング技術と画像解析
技術を用いて研究するという、近年開拓さ
れたばかりの分野のため、実験したことが
新発見に直結するのが大きな魅力です。

Interview在学生

修士1年 

花木 優河

植物細胞動態
分野

植物は複雑な形をしていますが、そのほとん

どは、たった一つの細胞である受精卵から作

られます。私たちは、受精卵のなかでまず何が

起こることで発生が始まり、その後、どのよう

に植物全体の形が作られていくのかを解明す

ることを目指しています。このため、高精細ラ

イブイメージングや画像解析を駆使し、細胞

内で起こるさまざまな現象の動態解析を行っ

ています。また、それらの変化を駆動する鍵と

なる遺伝子を探索し、分子機構も明らかにし

ようと考えています。

たった一つの細胞から
植物の形が作られる
仕組みを解き明かす

細胞極性、植物発生、ライブイメージング、転写制御

植田美那子 教授
木全祐資 助教
http://www.lifesci.tohoku.ac.jp/PlantCellDyn/

Lab. DATA
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植物
発生分野

私たちは植物の形づくりのしくみを研究して

います。植物は、動物とは異なり、成長段階や

環境に合わせて成長プログラムを柔軟に調節

しながら、生涯にわたって形づくりを続けま

す。植物が生存戦略として進化させた成長の

可塑性やしなやかさのしくみを分子レベルで

解明することをめざしています。地球上の酸

素、食物、燃料の大元は植物によって作り出さ

れます。私たちの研究は、発生・分化・成長の

謎に迫るだけでなく、地球環境の保全や食糧

問題の解決にもつながるものです。

植物の形づくりの
メカニズムを理解する

植物のかたちづくり、植物の旺盛な成長を支える
分子基盤、環境情報による成長プログラムの制御

経塚淳子 教授
秦有輝 助教
http://www.lifesci.tohoku.ac.jp/PlantDev/

Lab. DATA
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